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抄 録

本研究は，精神看護学実習における看護学生の睡眠時間と実習記録の取り組みおよび充実感との関連

を明らかにし，実習中の睡眠時間の改善に向けた教育的介入に示唆を得ることを目的としている。

精神看護学実習を終了した３・４年生６１名を対象に質問紙調査を実施し，そのうち協力を得られた

２５名の学生にインタビュー調査を実施した。結果，睡眠時間が少ない学生ほど実習記録に難しさを感

じているが，精神看護に対する興味は，他の睡眠時間群に比べると高くなっていることが明らかとなっ

た。しかし，この興味の差異については，十分な睡眠時間を確保できない学生の多くが，睡眠時間を確

保できている学生に比べて，実習以前の興味度が低かったことが考えられ，このことが実習後の興味度

の幅に影響したと推察できる。つまり，精神看護への興味の低さから学習意欲に繋がらない学生であっ

ても，直接対象者と向き合うことにより精神看護に対する興味が持てるようになる。しかし，実習以前

の興味の低さから事前学習の不足が生じ，そのため知識が十分とは言えず実習記録を思うようにまとめ

ることができない。その結果，記録に時間を要し睡眠時間の確保が難しくなると考えられる。

早期の段階から，精神看護に対して興味を持てるような教育的介入がその後の学習効果を高め，結果

として実習中のストレスを回避し睡眠時間の確保に繋がることが示唆された。

Ⅰ．緒 言

看護基礎教育の根幹とされている臨地実習は，看護

学生にとって実践的な学びの場である。しかし，臨地

実習は知識・技術を統合させながら看護を体験するた

めの戸惑いや緊張を強いられ１）大きなストレッサーと

もなり得る。なかでも精神看護は，人が人に働きかけ

る側面を強調する領域として位置づけられ，対人関係

の技術を応用しながら，看護師の感情や思考を豊かに

働かせて，対象者との距離を最適に保ちながらコミュ

ニケーションしていく看護実践である２）。実習中のコ

ミュニケーションの難しさに関しては，ナースとの関

係に重圧を感じている３）との報告もあり，看護学生が

ストレスを抱いて臨地実習に臨んでいる様子がうかが

える。そのようなストレスフルな状況の中で，学生は

十分な睡眠時間を確保できないという実情がある。他

にも，十分な睡眠時間が確保できない要因の一つとし

て，実習記録が挙げられる。高島ら４）は，記録物とい

うストレッサーによって“脅威”・“有害”という否定

的なストレス感情が生じることを報告している。これ

らのことから，臨地実習中の学生にとって，コミュニ

ケーションの困難さだけではなく，実習記録への取り
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組みが学習困難感を生じさせ，さらにストレス感情を

助長していると言える。しかし，現在，多くの看護基

礎教育機関の臨地実習は，問題解決法の構造（看護過

程）を中心とした内容で看護実習指導が展開されてい

る５）。看護学生にとって，看護を系統的，科学的，個別

的に実践する５）上で記録の充実は必要不可欠である。

しかし，その記録が学生にとって単に負担を強いられ

るものであれば意味をなさないのである。

本研究の目的は，看護学生の臨地実習における睡眠

時間と実習記録の取り組みおよび充実感との関連を明

らかにし，実習中の睡眠時間の改善に向けた教育的介

入について示唆を得ることである。

Ⅱ．研 究 方 法

１．調査方法

自記式質問紙調査法およびグループ・インタビュー

調査

２．調査対象者

精神看護学実習終了後の３・４年生６１名。そのうち，

インタビューにより回答を得られたのは２５名であった。

３．調査期間

２０１８年１０月～２０１９年８月。精神看護学実習後１

週間以内に調査を実施した。

４．調査内容（質問紙）

①睡眠時間について４段階で回答を求めた（７時間以

上，７～５時間，５～３時間，３時間以下）。

②実習の充実感について３項目（達成感，休息度，興

味）を選定し，充実感の度合いについて５点を最高

点とし，１～５点で回答を求めた。

③実習記録の取り組みについて，実習で使用している

受け持ち患者記録№１～№７（№１：基本情報，№

２：医学・生物学的モデル，№３：心理社会的発達

モデル，№４：オレム－アンダーウッドセルフケア

モデル，№５：全体像，№６：看護計画，№７：経過

記録）について５段階（５：書き易かった～１：難

しかった）で回答を求めた。

５．質問内容（グループ・インタビュー）

１グループ５名程度とし，以下の４項目を中心に自

由に発言を求めた。具体的な質問内容は，（１）どこに

どれくらいの時間やエネルギーを費やしましたか，

（２）この記録が対象理解につながりましたか，（３）

この記録で患者のどのような側面が捉えられました

か，（４）どのような指導を望みますか，であった。

６．分析

睡眠時間を独立変数，充実感（達成感，休息度，興

味）と実習記録（№１～７）の各項目への回答を従属

変数とし，各従属変数について１要因分散分析を行っ

た。また，インタビューの内容の逐語録を作成し，文

脈に留意しつつKJ法を用いてグループに分類し，グ

ループをさらにカテゴリーとしてまとめた。

７．倫理的配慮

調査の目的を説明したうえで協力を依頼し質問紙を

配布した。質問紙については無記名であり，回答内容

は成績や評価には全く影響しないこと，個人のデータ

は特定されないこと，データは本研究以外には使用し

ないこと，結果は研究論文として公表することを口頭

で説明した上で，質問紙の回答をもって同意が得られ

たものとした。また，ランダムに半構造化面接法による

インタビュー調査を依頼した。インタビューはグルー

プ面接形式であり，１回あたりの所要時間は１０分程度

とし，話された内容は成績や評価には全く影響しない

ことを説明しメモを取ることの承諾を得て開始した。

Ⅲ．結 果

睡眠時間について，「７時間以上」を選択した者が

２名だったため，以降の分析では「７～５時間」のデー

タと統合し「５時間以上」とした。その結果，「５時間

以上」（以下，A群）が９名（１４.８％），「５～３時間」

（以下，B群）が３６名（５９.０％），「３時間以下」（以

下，C群）が１６名（２６.２％）であった。

睡眠時間（A群，B群，C群）を独立変数，実習記

録の取り組みと充実感（達成感，休息度，興味）を従

属変数とした１要因分散分析の結果，実習記録におい

て，「№５全体像」（F（２，５８）＝４.２４，p＜.０５）と「№

６看護計画」（F（２，５８）＝６.０１，p＜.０１）が有意であっ

た。「№５全体像」への多重比較の結果，睡眠時間A
群の値がC群よりも高かった（p＜.０５）。また，「№６

看護計画」への多重比較の結果，睡眠時間A群の値が

B群およびC群よりも高かった（ps＜.０５）。さらに，充

実感のうち「休息度」が有意であり（F（２，５８）＝３.７５，

p＜.０５），睡眠時間A群の値がC群よりも高かった（p
＜.０５）。しかし，「達成感」（F（２，５８）＝０.０７，n.s.）と
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「興味」（F（２，５８）＝１.５７，n.s.）については有意な差

はなかった。

実習記録の取り組みと充実感について各睡眠時間群

の平均値を示す（表１，表２）。これによると，睡眠

時間C群の学生において，実習記録に関して，№４～

№７の平均値が２.５６～２.７５であり，書き易さで表現

すると「どちらとも言えない」～「やや難しかった」の

範囲である。充実感に関しては，「興味」の平均値（３.９４）

以外は全て他の睡眠時間群より下回っていた。

インタビューの回答内容を表３に示す。内容から２

グループ４カテゴリーに分類することができる。ま

ず，ポジティブ・グループから「自己理解」と「学習

成果」が，ネガティブ・グループから「不安・困惑」

と「学習の困難感」のカテゴリーを抽出することがで

きた。

Ⅳ．考 察

本稿では，精神看護学実習における看護学生の睡眠

時間と実習記録の取り組みおよび実習に対する充実感

との関連を調査した。結果から，睡眠時間A群の学生

は，C群の学生に比べて，実習記録の大半において書

き易さを感じていることが示された。また，C群の学

生は，他の睡眠時間群の学生に比べて「実習以前より

も精神看護に対する興味が深まった」という結果が得

られた。これらのことから，睡眠時間が少ない学生ほ

ど，実習記録に難しさを感じているが，精神看護に対

する興味が高くなっている。しかし，この興味の差異

については，C群の学生の多くが，A群の学生に比べ

て，実習以前の興味度が低かったことが考えられ，こ

のことが実習後の興味度の幅に影響したと推察でき

る。つまり，精神看護への興味の低さから学習意欲に

繋がらない学生であっても，直接対象者と向き合うこ

とにより精神看護に対する興味が持てるようになる。

しかし，実習以前の興味の低さから事前学習の不足が

生じ，そのため知識が十分とは言えず実習記録が思う

ようにまとめることができない。その結果，記録に時

間を要し睡眠時間の確保が難しくなると考えられる。

このことは，特に，実習記録№４～７において系統的，

科学的な思考が求められており，十分な事前学習が必

要であることからも裏付けられる。

医療系学科の学生に関しては，これまでにも授業の

多さとそれに伴う課題の多さ，長期にわたる実習，国

家試験などのストレッサーとなる出来事が課題である

ことは指摘されている。そのため，学生は学習性無

力，つまりは高い抑うつ傾向とそれに伴う自尊心の低

下および強いストレス反応がみられる６）との報告があ

る。また，Lazarusが，新しい状況や予測性が乏しい状

況はストレスを生じさせる７）と述べているように，学

生が直接対象者を目の前にする以前に，想像力を持っ

て学習するには限界があるのだろう。しかし，事前学

習の如何にかかわらず，臨地実習では対象者を目の前

にして懸命に取り組まなければならない。学生の傾向

として，目の前にいる対象者に対して求められること

は何かを懸命に考えようとする姿勢はうかがえるが，

懸命さ故に記録を充足させなければならないとの思い

が先走り，どんな看護をしたいのか自分なりに吟味し

作り出すことが置き去りにされてしまう。つまり，限

表１ 各睡眠時間群による実習記録の取り組みについての比較（N＝６１）

表２ 各睡眠時間群による充実感の比較（N＝６１）
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られた実習期間の中で，計画のための計画になり対象

者の意思や持てる能力を尊重するプロセスが欠落しや

すい８）のである。そのような状況で，アセスメント，

計画立案，実施，評価という枠組みが示された記録様

式が独り歩きしてしまう。そのため，本来の目的を見

失うこととなり，自分の無力さ・未熟さを痛感するの

ではないだろうか。そのような学生の指導に当たって

は，個々の状況をアセスメントし，適切な介入が求め

られる。しかし，インタビューの回答内容から，ネガ

ティブな側面だけではなくポジティブな側面での学び

を得られていることも分かる。「（自分自身の）性格的

傾向に気づくことができた」「（気づいていない）自分

の傾向を知る機会となった」「（対象者へ）寄り添うこ

との大切さが分かった」「対象理解に繋がった」「全人

的に捉えることができた」などの発言から，学生なり

に学びを深めていると言える。

授業は教師の教授活動と学生の学習活動との協同に

よって成り立つ営みである５）。従って，実習において

は，実習記録に難しさを感じて睡眠時間が確保できな

い状況であったとしても，学生の伸びしろを信じ支持

的なかかわりが必要であろう。同時に，事前学習の早

期段階から，学習性無力を生じさせることなく看護に

興味を持てるような指導的介入が必要である。そのこ

とにより，看護学生が必要な知識を得て実習に臨むこ

ととなり，実習中の睡眠時間を確保し充実した学びを

得ることに繋がるのではないだろうか。

表３ インタビューの回答内容に基づくグループおよびカテゴリー（N＝２５）



FacultyofHealthandWelfareScience.,Vol.12,2020 5

精神看護学実習における看護学生の睡眠時間と実習記録の取り組みおよび充実感との関連

Ⅴ．結 語

臨地実習に臨んでいる看護学生において，睡眠時間

が少ない学生ほど実習記録に難しさを感じているが，

精神看護に対する興味は他の睡眠時間群に比べると高

くなっていることが明らかとなった。しかし，この興

味の差異については，実習に入る以前の興味の程度が

影響していると考えられ，必ずしも，実習後の興味の

度合いが睡眠時間の違いによって差があるとは言えな

い。また，実習記録に難しさを感じる要因の一つとし

て，事前学習における主体的な学びの姿勢の不足が考

えられる。そこで，早期の段階から精神看護に対して

興味を持てるような教育的介入と，特に実習記録№４

～７に対して系統的，科学的，個別的思考を育むこと

ができるような教授法の検討を行い，学習効果を高め

ることが，実習中のストレスを回避し睡眠時間の確保

に繋がることが示唆された。
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